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＜連絡事項＞

· 7/31～8/1で管理棟5階の床の張替えあります。

· 本日13:30より症例検討会あり。摩尼･瀧澤参加。

· 8/9　納涼会あり。

· 諸届は早目に提出する事。

· 医事室に2名入職。

· 薬局より、ハルナールカプセルがハルタムカプセルに変更になったとのこと。

＜利用者様情報＞

· 下村　藤江様～外来より情報提供あり。本日外来受診時、主治医にデイケアに行きたくないと話さ

れたとのこと。主治医より、デイケアに通わない生活を続ければ飲酒・体重・体調のコントロール不良となる事を指摘し、今後も定期的な通所を継続するように説明している。また、本人様より訪問看護の利用希望があったとの事。今後は週5日のデイケア通所から、週4日に通所日を変更し1日は訪問看護とする方向で進めていく予定とのこと。

· 長瀬　紘一郎様～早朝覚醒の訴えあり。通常は22：30に就寝し朝6時頃まで眠れていたが、最近

　　　　では4時頃に目が覚めるとのこと。次回受診時に主治医に相談してみるように説明している。

＜デイケア評価・利用者様検討＞

· 大下　良悦様（56歳）　統合失調症

　　　【　　　は自己評価、　　　は職員評価】

	
	評価項目
	評価基準

	Ａ
	身だしなみ
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｂ
	生活リズム（参加状況）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｃ
	疎通性（理解力・伝達力）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｄ
	自己表現（自己主張）
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｅ
	柔軟性
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｆ
	集中力と根気
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｇ
	常識的行動・マナー
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｈ
	デイケア外での対人交流
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｉ
	余暇・社会資源の利用
	５
	４
	３
	２
	１

	Ｊ
	デイケア内での役割意識と行動
	５
	４
	３
	２
	１


【本人の状況等】

· 評価項目Ａ～本人様は「最近はデイケアに来て、定期的に風呂に入っているから5です」と話され

　　　　ている。服装が季節や気温に適していないことがあることを指摘するが、「いえ、あれで丁度いいです」と答えている。スタッフ評価において、何日も同じ服を着続けていることがあること、衣類の汚れが目立つ事、入浴の洗身時にお湯を掛ける程度で体をきちんと洗えていないことが挙げられる。

· 評価項目Ｂ～以前は定期的な通所がなされず、遅刻も目立っていた。最近では定期的な通所が出来

　　　　　　ており、欠席の際には予め連絡をしてこられている。しかし、時間の管理の困難さが見られ、プログラムごとにスタッフの声掛けがないと参加できないことが見られる。本人評価は５であり、最近は遅刻が減ったこと、休む時には連絡している事、朝寝て夜寝るという規則正しく生活出来る事を挙げている。

· 評価項目Ｃ～本人評価は5であり、「話は分かります。伝えたいことも伝えられます」と話されて

　いる。病状や体調について尋ねるも毎回「大丈夫です」「元気です」と同じ返答しか聞かれなかったり、質問に対して必要最低限の返答しか聞かれず、こちらから具体的に聞いていかないと内容を理解出来ないことがある。また、質問に対して「ええ」「はい」等の簡単な返答しか聞かれず、具体的な内容について問うと「えっ何ですか？」と質問を理解されていないことが見られる。

· 評価項目Ｆ～「職員から見て、私どう思いますか？」と質問されている。プログラムの途中で飲水

　や喫煙に出掛けたり、私物を触り始めるとプログラム時間になっても止めることが出来ないことを指摘すると、「じゃあ４ですね」と話されている。

· 評価項目Ｇ～「私は誰にも迷惑掛けてません」と本人評価は5である。スタッフ間では、スーパー

の灰皿からタバコの吸殻を拾い吸っていることや、橋の下で寝ていたりすること、身だしなみの面で問題が見られることが指摘されている。

· 評価項目Ｈ～「下妻君や他にも仲のいい人がたくさんいます。５でいいです」と答えている。デイ

ケア内においても他者との交流はほとんど見られず、院外では一人で自転車に乗っていたり、家族と買い物をしていたりする姿がみられるのみである。

· 評価項目Ｉ～「サイクリングが趣味なので、暇な時は自転車であちこちに出かけてます」と話され

　　ている。自転車以外の余暇活動は絵画（模写）程度であり、サイクリングに関しても家へのいづらさのためである。

· 評価項目Ｊ～「私はどうですか？どう見えますか？」と質問されている。プログラム時間に声掛け

しないと参加できていない事、掃除の時間に自分の役割があるのに私物いじりに時間を要し取り組むことが出来ていないことを指摘すると「じゃあ３ですね」と答えている。

【問題点と解決策】

· 身だしなみや保清面での問題が見られている。デイケアにて入浴を行っているため、スタッフより介入や声掛けを行っていく。

· スタッフと本人様評価の差が大きく、スタッフに「どう見えますか？」と尋ねてみたり、確認した項目に関しては大きな開きのない評価が下されていることが見られる。現実検討能力に問題があると考えられる。スタッフより面談を通じて状態について本人様と確認していく。

· 現在状態増悪傾向にあるため、状態に変化のある際には主治医に逐次報告し対応していく。

